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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・相談室に医療福祉学会の抄録集がある為、各自持って行ってください。
・11月分の経過録の提出期限は12/6まで。
・11/8（火）実地指導があるため、書類等（疾患別診療計画書、指示箋など）の不備がないように確認作業を進めて下さい。

・11/3（木）13時から法人研修があるため、欠席する際は出欠表に入力してください。

　デイケア残り番→戸賀沢、デイナイトケア残り番→服部、工藤

・新しく配属されたスタッフがいるため、緊急連絡網が変更となると思われる。各自、変更後は確認するようにしてください。

＜利用者様情報＞

デイケア

・藤井　純子　様～連絡なくデイケアを欠席しており、保護者に連絡をとっている。昼頃に折り返し本人から連絡があり、入院が未定となっていたが、27日で決定したとのこと。それに伴い、デイケアが本日付で利用中止となる。過去の入院エピソードを振り返ると、金銭面での浪費が引き金となっており、本人はそれを“躁状態による行動”と捉えている。母には同じ問題を繰り返し指摘されていることから、相談しづらく、生活費が工面できないことで入院している可能性も考えられる。担当スタッフより、入院治療が終了した後、デイケア利用をどうするかの連絡をいただきたいことを伝えている。

・横町　浩　　様～主治医に障害者就労に進みたいと相談したところ、まずは現在通っている就労支援施設に週5回通えるようになってからという話になったとのことで、来月から水曜日も「チョコ・クッキー」に通いたいと相談がある。今年度中に、同施設を週5回利用したいと考えており、主治医から徐々にステップアップするように言われているという。本人と話し合い、11月からは「チョコ・クッキー」の利用を水曜日も追加し、1月から週5回同施設を使い、デイケアを利用中断する流れでステップアップをしていくこととする。就労に関するフォローアップのためにナイトケアの利用を考えてみるように伝えていく。

デイナイトケア
・鈴木　真知子様～昨日青風荘に帰荘後、乾燥していない洗濯物をしまおうとしていることがあり、スタッフの介入を受けたと青風荘より情報提供がある。今週に入り、帰宅要求があり、本日はドア付近に居ることがある。所在の確認を徹底していく。

・田中　一　　様～母が住んでいた家の件で、特定相談員三浦氏、グループホーム世話人白石氏、青陽館スタッフ、本人で情報の共有と今後について話し合っている。家の片付けには約5万円、家電製品の処分に約2万7千円かかる旨の説明を受けている。支払いについては、片付け費用の5万は一括で支払い、家電製品については、生活費が苦しくなるため、特定相談員の提案した計画で支払いをしていくこととなる。なぜ貯蓄がないのかを振り返ると、何箇所かの手に数万ずつ支払いをしていることや、嗜好品（特に飲み物）に多く費やしていることがわかり、今後世話人と貯蓄計画について話し合っていくこととしている。

・倉石　ヨシエ様～昨日、青風荘にもどる際にエレベーターには乗らず、「神様がエレベーターに乗るなという」「朝起きれなくしてやる」等と幻聴について訴えがあり、それによる行動化が見られる。本日は、表情の硬さや幻聴の訴えは無い。引き続き、精神症状の観察をしていく。

・倉橋　生子　様～夕食の準備を手伝っている際に「体が疲れる」「生活に飽きた」と話している。本日は、やや多弁さは見受けられるが、さほど気分が高揚している様子はなく、落ち着いて過ごしている。

ナイトケア
・鹿原　博夫　様～余暇時、笑顔で歌を口ずさんでいる。スタッフが何か良いことがあったのか尋ねると「いや何もないよ。仕方なく歌っているんだよ」と答える。その後、自主活動時に仕事について尋ねると「辛かった」と話す。仕事内容は毎日チラシ配りと清掃だが、日によって辛く感じたり疲労感があるとのこと。その為、気分を上げようと歌っていたと説明をしている。利用時には疲労感や気分について尋ね、不調を感じた際には対処ができるように支援を行っていく。

＜外来情報＞

・細谷地　与蔵様～特に変わりはないと話している。次回インフルエンザの予防接種の予定となっている。

・我満　望　　様～秋休みが終わってから学校に行けてない、発達障害支援センターに相談に行き、その後は1度学校に行けたと報告している。センターで自分の取り扱い説明書を作っていくことにしたという。主治医を変更する件については触れられない。

・川口　尚良　様～あと1ヶ月で断酒して11年になることを報告している。飲酒していた時とくらべ、几帳面になった気がするとのこと。

・平　京子　　様～血糖値が良くなっているかを気にしており、次回採血を実施する予定としている。インフルエンザの予防接種の予約もしている。

・淡路　智恵子様～デイケアで100円を盗まれたと話しており、＜落としたのでは＞＜勘違いでは＞と医師に言われるが、盗まれたと話している。採血の予定を気にしており、次回は12/7であることを伝えている。

・村上　元道　様～先週の月曜～木曜は、22時寝て8時におきる規則正しい生活が出来ていたと報告している。100万円程貯めて東京に行き、仕事を探すような話をしている。最近幻聴が軽度あり、すぐ入院にならないですよねと相談をしている。

・番沢　政勝　様～インフルエンザの予防接種を希望し、11/9実施予定としている。市販薬の風邪薬を飲んでも良いかと質問している。

・野月　利章　様～今も体調不良があり、整形外科を受診して、注射を打っていると報告している。夜間の睡眠がとれない、食事も摂れていないと話している。今の生活は全てにおいて「きつい」と話している。

・赤石　陽介　様～左肩関節を骨折したと報告している。夜トイレに行こうと思い、階段を降りようとしたら落ち、救急車で八戸市立市民病院に搬送されたとのこと。そこで手術をするようにといわれたが、入院がいやで退院したとのこと。仕事に関しては、チョコ・クッキーの利用日を1日増やしたいと希望しており、まず肩を治してから話を進めていきましょうと説明を受けている。血圧が高く、アムロジピンが処方となっている。

・藤村　翔　　様～インフルエンザの予防接種をしている。予防接種に関して強迫的に話しをしている。

・本多　富美　様～1週間特に変わりなく、落ち着いていると話している。感冒症状は少しあるが、薬は処方されていない。

・繁名　和恵　様～デイケアで言っちゃいけないような失礼なことを言ってしまうと話してしまい、止められないと相談している。
＜事例検討＞


カンファレンスシート（　山田　隆雄　様）

実施日：H28年10月26日（水）13：30～14：00

担当チーム：工藤、服部

検討内容　目標計画の見直し

	氏名
	山田　隆雄
	性別
	男
	年齢
	67
	生年月日
	昭和24年4月6日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	1.基本的生活習慣の習得

2.身体機能の維持・向上

3.対人関係の改善

4.作業能力・持続性の向上

5.病識を身に付ける

6.社会資源の利用

	本人希望
	現在の青風荘の生活を継続していきたい。

	家族希望
	現在の生活を続けて欲しい

	入院歴
	計　5回（最終入院　平成17年11月15日～平成25年4月30日　　青南病院）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成25年5月1日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所中

	住居：青風荘
	家族構成
　　　　　　　　　　　　　　　甥(保護者)


　　　　　　　　　　青南病院に入院歴あり
      　　　　　　　湊病院に入院歴あり           
１）成年後見人　木村哲也様⇒財産管理事務

２）成年後見人　甥様⇒身上看護、

その他１）以外の事務

他（自立支援サービス、生活保護受給）

	利用制度
	障害者手帳1級

障害基礎年金1級
	


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ現状維持
	タッフから質問された際には、自分の状態を伝えられるようになる。
	奇異な行動が見られた際に、スタッフから質問されたら自分で行動の理由を伝えられるようになる。
	奇異な行動についてスタッフから質問された際には、行動の理由を伝えられるようになる。スタッフは奇異な行動が見られた際にはストレスの有無、周囲の状況、体調不良の有無など本人が返答しやすいように詳細な状況を確認していき、本人から何か訴えがあった際には振り返りを行っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	自身の不調時には、スタッフに話す事が出来るようになる
	・現在の生活において、他メンバーと歩行時ぶつかりそうになると、奇声をあげる事があるが、他者へあたることはない。2ヶ月に1回の頻度で、大きな声で叫ぶことがあるが、スタッフが確認すると、「何も無いです」と返答している。
・病状に対するアプローチとしては、行動が見られた際の声掛けのみ行っている。声掛けでの変化はほぼ見られていない。
・本人から不調を話すことはなく、幻聴などについても話すことはない。　

・常に指の臭いを嗅いでいる。

・体重に変動はないが、キノコが嫌いで、キノコが少量盛り付けられている料理も手をつけず残し、食べてみるように促すが摂取しない。きのこの入った料理は一切摂取していない。

・周囲との交流は少ないが、日課やプログラムは周囲の様子を見て、一緒に行動ができている。プログラムは、ノートにメモし、真剣な様子見られている。質問に対しても答えることできている。・

・レクリエーションでは、高得点をとり、他者から拍手されると笑顔が見られている。
	・スタッフから質問し、その質問に対して答えられることは答えてもらう。病状を本人が自覚できるようなアプローチを行い、行動の原因を確認し、問題点を把握する事で、悪化時の対処法や病状の安定につなげていくことが出来るようにする。
・目標は計画として継続し、スタッフから質問された際には自分の状態を伝えられるようになる。

・今後の対応として、スタッフは奇異な行動が見られた際にはストレスの有無、周囲の状況、体調不良の有無など本人が返答しやすいように状況を確認していく。その中で本人から何か訴えがあった際には、状況を振り返りつつ、改めて目標と計画を検討していく。

	青風荘からの情報
・8/26青風荘より、帰荘後ホールにて叫びながらコップ置き場のトレーをテーブルに放り投げていたとのこと。スタッフ介入し何事か聞くと、自身のコップ置き場に、なくていいトレーが敷いてあったと声高に話していたが徐々に落ち着いて、その後は何事もなかったかのように床に新聞紙を敷いて寝転んでいたとの情報提供がある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青風荘では、テレビを見たり、周囲を眺めたりしているなど、一人で過ごしていることが多い。頻度は少ないが、特定利用者と交流している事もある。
・自分から声を掛けることは少ないが、入浴や洗濯の順番について自分から声を掛けて確認することが出来ている。
・買い物が楽しみとのことで、よこまちストアに買い物に行くと20分程過ごしてくるとのこと。本人は「遊びに行っている」と話している。
・保護者との関係は悪く、必要な物を届けてくれる程度で交流はない。今後も青風荘で生活していく事が考えられる。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状を安定させ現状維持
	スタッフから質問された際には、自分の状態を伝えられるようになる。


	スタッフから質問されたら自分で行動の理由を伝えられるようになる。

	スタッフから質問された際には、その質問に対して答えられることは答える。スタッフは奇異な行動が見られた際には、ストレスの有無、周囲の状況、体調不良の有無など本人が返答しやすいように状況を確認していき、本人から何か訴えがあった際には振り返りを行っていく。


